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東福間・古賀・八幡東・小倉北・小倉南教室 ※おもて（図面）に名まえを書くこと．

アドバンスコースＩ 別紙のときはホチキスでとめること．

読書支援ロボット「メクリン」　課題

No. 問　題 学年 採点

1 『メクリン』３・４日目のロボットを改造し、
腕を上下に振りながら、左右にある壁の間を
右往左往（左右に往復）し続けるロボットを作りたい。

下記のように部品を割り当てた場合のプログラムを描け。

小４～

めやす

【部品】
　出力１　：　左右移動用モーター（＋で左へ、－で右へ）
　出力２　：　腕の上下運動用モーター（＋で上へ、－で下へ）
　センサＣ：　タッチスイッチ右（右端の壁に当たると押される）
　センサＤ：　タッチスイッチ左（左端の壁に当たると押される）

【条件】
 1) 左右の移動にはモーターを100%駆動し、それぞれ約２秒かかる
 2) 腕の上下にはモーターを100%駆動し、それぞれ１秒かかる
 3) 腕のモーターを止めると、腕の位置は保持される
 4) 左右の壁に当たるとすぐに跳(は)ね返るように動かす
 5) 左端で跳(は)ね返ると同時に、腕を上げ始める
 6) 右端で跳(は)ね返ると同時に、腕を下げ始める
 7) 腕が下がった状態で、左に移動開始するところから始める

例えば、出力１のモーターを±100%で２秒間ずつ回すプログラムは、
アドプログラマーの画面を模して下記のように描けばよい。

（プログラム内容が分かればよい）
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